
 

 

 

 

 

 

 

 

【令和６年度の取組の位置づけと概要】 

  

君津駅周辺 

広く参加者を集める 構想をみんなでつくってみる 計画をみんなでカタチにする 

まちづくりに興味を持ってもらう 将来の担い手とともに構想をつくる まちづくりに関わる機会をつくる 

令和７(2025)年度以降 令和６(2024)年度 
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まちづくりトークセッション 

■テーマ 

■ゲストスピーカー 

まちの魅力をつくる・はぐくむ 

■当日の様子 

総勢61名の方に 

ご参加いただき 

ました！ 

まちづくりワークショップ 

■テーマ 

これからの君津を考える 

■当日の様子 

【下北沢BONUS TRACK】 

各自の思いを 

ポストイットに 

ディスカッション

内容の発表 

トークセッションを 

きっかけに参加され

た方も多数！ 

■君津市では、君津駅周辺の活力が低下している状況を改善するため、行

政と民間が連携してまちの課題解決や魅力向上に取り組む「公民連携」

のまちづくりを目指しております。 

■令和６年度は、まちづくりの関係者が協議する場・組織（プラットフォ

ーム）の立ち上げに向け、まちづくりの機運を高める取り組みを実施し

ました。具体的には、君津駅周辺のまちづくりに興味を持ってもらうた

め、様々な関心層の参加者を広く集めることに注力し、トークセッショ

ン及びワークショップを開催しました。 

 

君津駅周辺 
まちづくり 
の取組報告 



令和6年11月24日（日）に君津駅周辺のまちづくりを市民とともに考える

トークイベントを中央図書館で開催しました。様々なエリアでまちづく

りに取り組む３名のゲストのお話を聞きながら、“君津”が楽しいまち

になるためのアイデアを考えました。

【出演者の紹介】

屋台カフェの「リアカーコーヒーUNICO」や、
ハンバーガー専門店「Hamburger Cafe UNICO」
など多くの事業を手がけ、那須地域のマルシェ
「OrganicParty」「那須朝市」を開催。2014年
「Chus」、2022年「GOOD NEWS」を開業（同代
表取締役現任）。「バターのいとこ」「BROWN 
CHEESE BROTHER」などサスティナブルな自社プ
ロダクトも手掛ける。

大学院修了後、建築設計事務所勤務を経て建築
ライターへ。東京と南房総の二地域居住を続け、
2012年にNPO法人南房総リパブリックを設立
（同代表理事現任）。親子で自然学習する「里
山学校」、食の2地域交流、復興支援「ボラン
ティアからファンへ」など手掛ける。2023年よ
りケアのプラットフォームneighbor共同主宰。

ソーシャルデザインをテーマにしたウェブマガ
ジン「greenz.jp」を運営するNPO法人グリーン
ズの経営を6年務めた後、2020年下北沢に現代
版商店街「BONUS TRACK」を開業。マスター
リース運営会社 株式会社散歩社の代表取締役
CEOに就任。グッドデザイン賞ベスト100(2021
年)。

博士（工学）。2000年東京工業大学社会工学科
卒業、2002年同大学院修了。2008年リライト創
業、同代表取締役就任（現任）。商業施設にお
ける賑わいのデザインを通じて、民間の立場で
「新しい公共のあり方」を考える。2022年より
東京女子大学現代教養学部国際社会学科コミュ
ニティ構想専攻特任教授。

マルシェと那須黒磯のまちづくり

宮本吾一さん

（GOOD NEWS）

つくるまちをつくる

小野裕之さん

（下北沢BONUS TRACK）

二地域居住からみえるもの

馬場美織さん

（南房総リパブリック）

まちの担い手を巻き込む

籾山真人さん

（リライト）

君津駅周辺まちづくり
トークセッション

イベントレポート

～まちの魅力をつくる・はぐくむ～



【第一部：地域の担い手とともにまちづくりを考える（取り組み紹介）】

◆実施報告

馬場 未織さん（南房総リパブリック）

＜地元と移住者の視点やニーズの違いを活かした取り組み＞

●世田谷区と南房総の二地域居住を１８年間実践し、NPO法人南房総リパブリックを

運営。

●都市生活者と地元住民の求めるものの違いを理解し、異なる視点を活かして地域

の発展を目指す。

●地域内外の人々と協力してカフェを設立し、持続可能な地域づくりを実現する「オレたちのよぜむカフェプロ

ジェクト」などの事例紹介。

＜地域の魅力をPRする新しい方法＞

●地域の自己PRはどこも同じ。自己PRよりも、ファンの推し活が魅力を広めてくれる。

●自分も関係人口になることで、繋がりが広がっていく。

＜コミュニティ作りと福祉の重要性＞

●福祉のプラットフォーム「neighbor（ネイバー）」の立ち上げや「コーヒーと血圧計」などの活動を通じて地

域福祉を推進。大事にされる感覚を育むことで個人間のつながりが強まり、地域全体の連携やコミュニティ形

成が進んでいる。

二地域居住から見えるもの

＜おにぎり屋「アンドン」と地域連携の実践＞

●若い頃のキャリアとしてウェブマガジンの編集者を経験し、地域の魅力発信や課

題解決方法を紹介する記事の作成に従事。

●ウェブマガジンで得た知識と関係をもとに、秋田の農家やお米屋さんと協力して

「ANDON（アンドン）」というおにぎり屋を開業。

●昼はおにぎり屋、夜は日本酒バーとして、地域の特産品を活用した店舗経営を通じて実践的なまちづくりを展

開。

＜「下北線路街」のまちづくりプロジェクトとベンチャー企業誘致の提案＞

●下北沢の線路地下化プロジェクトに関わり、元線路跡に商店街「ボーナストラック」を設立し、小商いの集積

による新しい賑わい空間を創出。

●君津市に対しては、製造業だけでなくベンチャー企業の誘致や、空き店舗・駐車場を課題ではなく資源として

活用する新しいアプローチを提案。

小野 裕之さん（下北沢BONUS TRACK）つくるまちをつくる

＜理念と地方課題の解決策＞

●栃木県の那須高原で「食でしあわせをつくる」理念のもと、地方が抱える人口減

や労働力不足の課題解決を産業にすることをミッションに取り組む。

●課題を産業にするには、地域特有の物語を見つけてそれを活かすアプローチが重

要。

＜ナラティブ（物語）を活かした成功事例＞

●地方特有の物語を活かした事例として、地域の生産者や小商いの人達と連携した那須塩原市のマーケットイベ

ントを紹介。ポイントは良いコンテンツのある小商いの人達を集めること。那須塩原駅の駅前は何もないが、

良いコンテンツを集め、有料イベントで収益化することで、全国から人が集まる場に変えることができている。

＜小さなお店の連携と発展＞

●約３５年前に創業した小さなカフェが品質とサービスで全国からファンを呼び込み、そのファンが隣接地に店

舗を開くことでさらに賑わいが拡大した事例紹介。

●小規模店舗が集まることで街の賑わいが生まれ、地価が上がらない環境が若者の起業を促進している。

宮本 吾一さん（GOOD NEWS）マルシェと那須黒磯のまちづくり



【第二部：君津のまちづくりを考える（クロストーク）】

地域で何か新しいことを始めるとき、自治体と連携していることは

市民に安心感をもたらし、事業が進めやすくなるメリットがある。

しかし、職員の異動により事業がうまく継続できないこともある。

連携経験はないが、行政主導ではなく、やりたいという人をやりや

すくするということを行政が後押しする形が望ましい。

民間と行政が適切にリスクを分担することが重要。民間が適切なリ

スクをとって商売して稼ぎが出る事業もあれば、公的な資金を一部

入れてやらないといけない事業もある。

課題となっている駐車場や空店舗を地域資源として活用し、新しいビジネス

や賑わいを創出する方法はある。下北沢の事例では、不動産オーナーの協力

を得て、賃料を安価にし、地域の未来を一緒に作るテナントを選定している。

また、まちづくりには計画よりも人材重視のアプローチが必要。特に若い世

代が持つ熱量や感性を信じ、大人たちがサポートすることが重要である。た

だ、サポートする中で当事者の本気度を見極めることは必要。商売として成

立が難しそうな場合は、地域の人たちが資金を出し合って初期投資を行い、

当番制で運営するようなアプローチもあると思う。

君津駅前に人がほとんどいない。同じ課題がある館山駅前では、空きビルを

地元の方が民間のパブリックスペースとしてリノベーションすることで駅前

の顔が変わりつつあり、再活性化に成功している。同様のストーリーが君津

でも描けるのではないか。

駅前が空いているのはチャンス。ニーズがアンケートで既に特定されており、賑わいが求められている。

安い家賃で小さく始めることで、関心を引き、成功の可能性が大いにある。君津は平均年収や人口が多く、

都心からのアクセスも良い。誰も始めていないだけであり、商機は大きいと感じる。駅前だけでなく、市

役所周辺など、既に人が集まる場所も活かすと良いかもしれない。

２４歳のときに、ただやりたいという気持ちだけで一人で始めた。自分の店

の駐車場を使い、農家さんたちに軽トラックで野菜を積んで来てもらった。

チラシを作っただけだったが、初回から何百人もの人が訪れ、野菜の魅力を

強く感じた。非常に楽しかったが、イベントの成長とともに運営が大変にな

り、持続可能にするためには有料化や参加人数の制限が必要だと感じた。

馬場：私も以前マルシェを開催していた。楽しかったが、新たな仲間と違うことを始めたのも良かった。街が循

環し、担い手が変わるのは良いことだと思う。

小野：マーケット以外のイベントも有り得る。少人数の団体を作り、少額を出し合って講師を招くなど、自力で

情報を得ることが大事。今日の繋がりをきっかけに、個人的に連絡を取ったりすることが活動の本質だと

思う。

宮本：コミュニティができることで、多様な取り組みが可能になる。他の活動に発展することが重要。

馬場：市役所の職員がコミュニティに参加すると、更に良い効果がある。個人的な

輪が広がり、市役所の人も動きやすくなる。

今日のような場が一歩を踏み出すきっかけになると良い。また、行政が後押

しする状況が整えばさらに理想的だと思う。

馬場

宮本

小野

小野

馬場

宮本

馬場

小野

宮本

馬場

籾山

●自治体との連携エピソード

●君津駅前のポテンシャルや課題

●初めてのマーケットイベントについて

宮本

●まとめ





開催レポート

令和7年2月15日（土）に、公民連携で取り組む君津駅周辺

まちづくりの始動に向けたキックオフワークショップを開催

しました。参加者の方々に、ワークショップ式の協議の体験

をしていただきました。



「THINK KIMITSU！」を題材に13名の参加者が、これからの君津を実現す
るためにどんな方法を取ればいいと思うか、意見を出し合いました。

【問合先】君津市 建設部 建設計画課
TEL：０４３９－５６－１２６１ FAX：０４３９－５６－１６２６
E-mail：kensetu@city.kimitsu.lg.jp

【参加者が考えるこれからの君津】

THINK KIMITSU！

あなたが考える
これまでの君津

あなたが考える
これからの君津

君津駅前がなんか寂しい感じ
するよね。空いてるスペース
をうまく使って、イベントや
キッチンカーでにぎわいを作
れば効果あるよね。

地元の魅力をもっと発信する仕組みが
必要だね。君津の農業とか食、文化を
もっと発信して観光客を呼び込めば、
地域も賑やかになるんじゃないかな？          

若者が集まる場所が少な
いよね。

若者向けの店やコワーキングス
ペースを増やして、彼らが住み
続けるようにしよう。

新しいビジネスを始めたい
人に支援ができたらいいな。
ハードルが低くなれば、新
しい事業が生まれるんじゃ
ないかな。

子どもたちが遊べる場所や学べ

る場所が少ないから、空き家を活用
したフリースペースや、eスポーツ

やカードゲームが楽しめる

場所があったらいいかも。

高齢化への対策も必要だよね。医療機
関が増えて、移動もしやすくなれば、
高齢者も住みやすい街になると思うな。

 駅前が寂しい
 地元の魅力が活かされていない

 若者が外に出て行ってしまう
 高齢者が暮らしづらい

【参加者が考えるこれまでの君津 】

紹介した意見のほかにも、君津駅のまわりを良くするための色んな
アイデアをいただきました。

ワークショップを継続して、これからの君津についてもっと考えて
いきます！
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